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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第148期

第２四半期連結
累計期間

第149期
第２四半期連結
累計期間

第148期
第２四半期連結
会計期間

第149期
第２四半期連結
会計期間

第148期

会計期間

自　平成21年
　　４月１日
至　平成21年
　　９月30日

自　平成22年
　　４月１日
至　平成22年
　　９月30日

自　平成21年
　　７月１日
至　平成21年
　　９月30日

自　平成22年
　　７月１日
至　平成22年
　　９月30日

自　平成21年
　　４月１日
至　平成22年
　　３月31日

売上高 (千円) 3,694,2733,951,5481,755,4572,137,1778,173,588

経常利益又は経常損失
(△)

(千円) 58,959 167,078△28,062 93,458 191,245

四半期(当期)純利益又
は四半期純損失(△)

(千円) 26,413 20,473 △15,321 42,205 4,078

純資産額 (千円) ―
 

―
 

6,275,8266,231,6126,309,006

総資産額 (千円) ―
 

―
 

10,645,07411,028,66210,785,085

１株当たり純資産額 (円) ―
 

―
 

566.54 559.98 567.72

１株当たり四半期(当
期)純利益金額又は四
半期純損失金額(△)

(円) 2.58 2.00 △1.49 4.11 0.40

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円)
― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ―
 

―
 

54.6 52.1 54.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 506,6481,023,774 ―
 

―
 

318,402

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △211,612△230,796 ―
 

―
 

△351,540

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △37,391△175,415 ―
 

―
 

△61,581

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ―
 

―
 

2,280,1172,545,2371,927,786

従業員数 (名) ―
 

―
 

309 310 303

(注)　１  売上高には、消費税等は含まれておりません。

２  潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。なお、前第２四半期連結会計期間については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。 
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社及び当社の関係会社において営まれている事業の内容に重要

な変更はありません。

  また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成22年９月30日現在

従業員数(名)
310
(22)

(注) 　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は(　)内に当第２四半期連結会計期間の平均雇用人員を外数で

記載しております。 　

　

(2) 提出会社の状況

平成22年９月30日現在

従業員数(名)
248
(21)

(注)  1  従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。

      2　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は(　)内に当第２四半期会計期間の平均雇用人員を外数で

  記載しております。 　
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第２四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 生産高(千円) 前年同四半期比（%）

耐火物 794,941 ―

プラント 468,478 ―

建材及び舗装用材 455,272 ―

不動産賃貸 ― ―

その他 ― ―

合計 1,718,691 ―

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。
２　金額は、製造原価によっております。
３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
(2) 受注実績

当第２四半期連結会計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 受注高(千円)
前年同四半期比
（％）

受注残高(千円)
前年同四半期比
（％）

耐火物 1,080,173 ― 769,117 ―

プラント 669,400 ― 851,929 ―

建材及び舗装用材 492,495 ― 139,794 ―

不動産賃貸 12,143 ― ― ―

その他 3,378 ― 856 ―

合計 2,257,591 ― 1,761,696 ―

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(3) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比（%）

耐火物 1,006,655 ―

プラント 600,255 ―

建材及び舗装用材 514,665 ―

不動産賃貸 12,143 ―

その他 3,457 ―

合計 2,137,177 ―

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。

２　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は、当該割合が10％未満でありますの

で記載を省略しております。

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
　

２ 【事業等のリスク】

 当第２四半期連結会計期間における、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

   なお、重要事象等は存在しておりません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当社は、平成22年７月29日開催の取締役会において、名古屋市千種区徳川山町所在の土地を譲渡すること

を決議し、同日付にて不動産売買契約を締結いたしました。

その内容は次のとおりであります。

(1) 目的

　従来貸駐車場として利用していましたが、譲渡により資金化を行い資産の有効活用を図るために　譲渡す

るものです。

(2) 譲渡先

　関連当事者に該当しない第三者

(3) 譲渡物件

　土地　（地積　441.88㎡）宅地

(4) 譲渡時期

　平成22年７月29日　　契約締結

　平成22年11月16日　　物件引渡し（予定）

(5) 譲渡価額

　譲渡価額　　70,440千円（予定）

　簿価　　　　   120千円

(6) 損益に与える影響

　上記固定資産の譲渡により特別利益「固定資産売却益」約70,320千円を当第３四半期連結会計期間にお

いて計上する予定です。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が

判断したものであります。

(1)　経営成績の分析 　　　

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、アジア新興国を中心とした経済回復やエコ

カー補助金、エコポイント制度を始めとする政府の経済対策を背景に緩やかな回復基調が続きまし

た。しかし、海外経済の先行き減速感、米国の金融緩和予測などから円高が急激に進み、デフレ基調と

相俟って再び景気の二番底が懸念される深刻な状況となりました。　

このような厳しい経済状況のもと、当社の主要顧客であるセメント業界においては、公共事業の低

迷は恒常化しており、民間設備投資の回復も力強さに欠け、生産量、国内販売量ともに前年割れの記

録を更新し続けるなど、受注環境は未だ本格的な回復には至っておらず、当社にとっては非常に厳し

い経営環境が続きました。　

当社は今後も大きな好転が期待できないこのような経営環境に対して、グループ全体の研究開発、

生産、販売、組織体制の各分野において、協働、協調、シナジー効果の創出およびより一層のコストダ

ウン、生産性向上へ向けての取組みを強化してまいりました。

この結果、当第２四半期連結会計期間の売上高は2,137百万円（前年同四半期比21.7％増）、営業

利益は90百万円（前年同四半期は45百万円の営業損失）、経常利益は93百万円（前年同四半期は28

百万円の経常損失）、四半期純利益は42百万円（前年同四半期は15百万円の四半期純損失）となり

ました。

　

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

（耐火物） 　

主要顧客であるセメント業界の生産量ならびに国内販売量が低迷を続ける中、各種コストダウン

施策の実施や新規得意先の開拓に注力いたしました。その結果、売上高は1,006百万円、セグメント利

益は104百万円となりました。 

（プラント） 　　

電機・電子部品業界を始めとする主要顧客業界の設備投資は、徐々に回復の兆しを見せておりま

すが、依然として厳しい環境が続きました。このような状況下、海外向けの販売強化に注力いたしま

した結果、売上高は600百万円、セグメント利益は資材費等のコストダウンに継続して努めたものの、

３百万円となりました。 

（建材及び舗装用材） 　　

公共事業費の削減による官公需設備投資の冷え込みや民間設備投資の低迷が続く厳しい状況が続

きました。このような状況下、より積極的かつ広範囲な営業活動に注力するとともに更なるコストダ

ウンに努めましたが、売上高は514百万円、セグメント利益は８百万円の損失を計上するのやむ無き

に至りました。 　

（不動産賃貸） 　　

本社ビルの一部を始めとする社有不動産の賃貸が主なものであり、売上高は12百万円、セグメント

利益は３百万円となりました。

（その他） 　

主に、外注品等を販売する事業であり、売上高は３百万円、セグメント利益は１百万円となりまし

た。
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(2)  財政状態の分析 　

[資産の状況] 　　　

流動資産は、現金及び預金の増加、たな卸資産の増加などにより、全体としては7,776百万円(前連

結会計年度末比266百万円増)となりました。固定資産は、投資有価証券の時価評価による減少などに

より、全体としては3,252百万円 (前連結会計年度末比22百万円減)となりました。その結果、資産合

計では、11,028百万円(前連結会計年度末比243百万円増)となりました。　

[負債の状況] 　　

流動負債は、仕入債務が増加したことなどにより、全体としては3,453百万円(前連結会計年度末比

270百万円増)となりました。固定負債は、資産除去債務の増加などにより、全体としては1,343百万円

(前連結会計年度末比50百万円増)となりました。その結果、負債合計では、4,797百万円(前連結会計

年度末比320百万円増)となりました。

[純資産の状況] 　　　

純資産は、その他有価証券評価差額金の減少などにより6,231百万円(前連結会計年度末比77百万

円減)となり、自己資本比率は52.1％(前連結会計年度末比1.9％減)となりました。

　

(3)　キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前第２四

半期連結会計期間に比べ265百万円増加し、当第２四半期連結会計期間には2,545百万円となりまし

た。当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおり

であります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 　　

営業活動の結果得られた資金は462百万円(前年同四半期比48.7％減)となりました。収入の主な内

訳は、仕入債務の増加額278百万円、売上債権の減少額202百万円および賞与引当金の増加額91百万円

であり、支出の主な内訳は、たな卸資産の増加額268百万円であります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 　　　

投資活動の結果使用した資金は148百万円(前年同四半期比4.6％減)となりました。収入の主な内

訳は、定期預金の払戻による収入54百万円であり、支出の主な内訳は、投資有価証券の取得により支

出101百万円、定期預金の預入による支出54百万円および有形固定資産の取得による支出43百万円で

あります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 　

財務活動の結果使用した資金は154百万円(前年同四半期比1,495.9％増)となりました。支出の主

な内訳は、短期借入金の純増減額150百万円であります。

　

(4)  事業上および財務上の対処すべき課題 　　

当第２四半期連結会計期間において、当社グループの事業上および財務上の対処すべき課題　　　に

重要な変更および新たに生じた課題はありません。

　

(5)  研究開発活動 　　

当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は49百万円であります。 
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等について、重要な変更並びに重要

な設備計画の完了はありません。

　また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 31,960,000

計 31,960,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年9月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年11月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,909,828同左
名古屋証券取引所
市場第二部

単元株式数は1,000株で
あります。

計 12,909,828同左 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年９月30日 ― 12,909,828 ― 877,000 ― 774,663
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成22年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

日本セラミツクエンジニヤリン
グ株式会社

東京都千代田区神田錦町3丁目16番地 956 7.40

モノリス株式会社 愛知県半田市亀崎常盤町1丁目13番地 924 7.16

ミノセラミックス商事株式会社 岐阜県瑞浪市寺河戸町868番地 922 7.14

美濃窯業製陶株式会社 岐阜県瑞浪市寺河戸町916番地の3 918 7.11

太平洋セメント株式会社 東京都港区台場2丁目3番5号 510 3.95

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区内幸町1丁目1番5号 465 3.60

太田善造 東京都武蔵野市 426 3.29

株式会社ビヨーブライト 岐阜県恵那市山岡町原1532番地の8 418 3.23

株式会社十六銀行 岐阜県岐阜市神田町8丁目26番地 400 3.09

株式会社名古屋銀行 名古屋市中区錦3丁目19番地17号 360 2.78

計 ― 6,302 48.82

(注) 日本セラミツクエンジニヤリング㈱、モノリス㈱、ミノセラミックス商事㈱、美濃窯業製陶㈱、㈱ビヨーブライトが

所有している上記株式については、会社法施行規則第67条第１項の規定により議決権の行使が制限されておりま

す。

　

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成22年9月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

（自己保有株式）
普通株式　 21,000
（相互保有株式）
普通株式4,370,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式8,427,000 8,427 ―

単元未満株式 普通株式　 91,828 ― ―

発行済株式総数 12,909,828― ―

総株主の議決権 ― 8,427 ―

(注)　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の失念株式が1,000株(議決権１個)含ま

れております。
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② 【自己株式等】

平成22年9月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

（自己保有株式）
美濃窯業㈱

岐阜県瑞浪市寺河戸町
719番地

21,000  ― 21,000 0.16

（相互保有株式）
日本セラミツクエンジ
ニヤリング
（株）

東京都千代田区神田錦町
3丁目16番地

956,000  ― 956,000 7.40

（相互保有株式）
モノリス（株）

愛知県半田市亀崎常盤町
1丁目13番地

924,000  ― 924,000 7.16

（相互保有株式）
ミノセラミツクス商事
（株）

岐阜県瑞浪市寺河戸町868番地 922,000  ― 922,000 7.14

（相互保有株式）
美濃窯業製陶（株）

岐阜県瑞浪市寺河戸町
916番地の3

918,000  ― 918,000 7.11

（相互保有株式）
㈱ビヨーブライト

岐阜県恵那市山岡町原
1532番地の8

418,000  ― 418,000 3.23

（相互保有株式）
美州興産（株）

愛知県名古屋市中村区名駅南
1丁目17番28号

232,000  ― 232,000 1.80

計 ― 4,391,000 ― 4,391,000 34.00

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
4月 5月 　6月 　7月 　8月 　9月

最高(円) 192 192 175 193 190 180

最低(円) 179 170 163 190 180 170

(注)　株価は、名古屋証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び前第２四半期連結

累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第２四半期連結会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間

(平成22年４月１日から平成22年９月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成21年７月１

日から平成21年９月30日まで)及び前第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日

まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年９月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,744,068 2,126,435

受取手形及び売掛金 2,797,895 3,494,647

有価証券 8,813 8,809

たな卸資産 ※1, ※2
 1,986,900

※1, ※2
 1,625,402

その他 251,416 266,554

貸倒引当金 △13,037 △12,248

流動資産合計 7,776,056 7,509,602

固定資産

有形固定資産 ※3, ※4
 1,513,579

※3, ※4
 1,555,980

無形固定資産 58,578 44,679

投資その他の資産

投資有価証券 955,465 1,032,162

その他 763,414 683,238

貸倒引当金 △38,432 △40,577

投資その他の資産合計 1,680,447 1,674,823

固定資産合計 3,252,606 3,275,483

資産合計 11,028,662 10,785,085

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,851,121 1,489,373

短期借入金 880,000 1,030,000

未払法人税等 72,159 12,414

賞与引当金 183,540 199,040

役員賞与引当金 1,300 4,200

製品保証引当金 23,178 19,400

工事損失引当金 ※2
 22,584

※2
 22,398

その他 419,248 406,046

流動負債合計 3,453,130 3,182,872

固定負債

社債 400,000 400,000

退職給付引当金 569,766 577,749

役員退職慰労引当金 205,789 204,178

資産除去債務 43,499 －

その他 124,863 111,279

固定負債合計 1,343,919 1,293,207

負債合計 4,797,050 4,476,079
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 877,000 877,000

資本剰余金 419,519 419,519

利益剰余金 4,974,814 4,978,020

自己株式 △597,120 △597,032

株主資本合計 5,674,212 5,677,506

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 70,973 147,335

評価・換算差額等合計 70,973 147,335

少数株主持分 486,426 484,164

純資産合計 6,231,612 6,309,006

負債純資産合計 11,028,662 10,785,085
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

売上高 3,694,273 3,951,548

売上原価 2,939,859 3,118,736

売上総利益 754,413 832,812

販売費及び一般管理費 ※
 722,579

※
 723,178

営業利益 31,834 109,634

営業外収益

受取利息 1,346 1,390

受取配当金 12,565 12,009

補助金収入 16,309 47,469

その他 7,873 7,262

営業外収益合計 38,095 68,132

営業外費用

支払利息 10,393 9,433

その他 576 1,254

営業外費用合計 10,970 10,688

経常利益 58,959 167,078

特別利益

投資有価証券売却益 4,641 361

賞与引当金戻入額 － 5,940

役員退職慰労引当金戻入額 － 3,481

工事損失引当金戻入額 9,346 394

受取保険金 － 2,365

その他 6,225 2,468

特別利益合計 20,212 15,010

特別損失

投資有価証券評価損 6,132 48,959

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 42,806

その他 246 8,550

特別損失合計 6,379 100,316

税金等調整前四半期純利益 72,792 81,772

法人税、住民税及び事業税 17,686 68,767

法人税等調整額 21,846 △11,685

法人税等合計 39,532 57,082

少数株主損益調整前四半期純利益 － 24,689

少数株主利益 6,845 4,216

四半期純利益 26,413 20,473
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成22年７月１日
　至 平成22年９月30日)

売上高 1,755,457 2,137,177

売上原価 1,448,245 1,690,478

売上総利益 307,212 446,698

販売費及び一般管理費 ※
 352,943

※
 355,704

営業利益又は営業損失（△） △45,731 90,994

営業外収益

受取利息 787 736

受取配当金 484 332

補助金収入 16,309 3,121

受取家賃 1,389 2,465

その他 4,065 1,364

営業外収益合計 23,035 8,020

営業外費用

支払利息 5,269 4,867

その他 97 687

営業外費用合計 5,366 5,555

経常利益又は経常損失（△） △28,062 93,458

特別利益

工事損失引当金戻入額 7,012 －

製品保証引当金戻入額 9,519 －

受取保険金 － 2,365

その他 936 819

特別利益合計 17,467 3,184

特別損失

固定資産除却損 28 506

投資有価証券評価損 6,132 19,202

その他 － 532

特別損失合計 6,160 20,241

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△16,755 76,401

法人税、住民税及び事業税 7,495 60,338

法人税等調整額 △9,393 △27,301

法人税等合計 △1,898 33,036

少数株主損益調整前四半期純利益 － 43,364

少数株主利益 464 1,158

四半期純利益又は四半期純損失（△） △15,321 42,205
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 72,792 81,772

減価償却費 107,208 112,161

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,816 △1,355

賞与引当金の増減額（△は減少） △15,750 △15,500

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △18,250 △2,900

製品保証引当金の増減額（△は減少） △19,100 3,778

工事損失引当金の増減額（△は減少） △11,945 186

退職給付引当金の増減額（△は減少） △1,178 △7,982

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 8,010 1,610

受取利息及び受取配当金 △13,912 △13,399

支払利息 10,393 9,433

投資有価証券売却損益（△は益） △4,641 △361

投資有価証券評価損益（△は益） － 48,959

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 42,806

売上債権の増減額（△は増加） 1,314,493 696,752

たな卸資産の増減額（△は増加） △70,422 △361,497

仕入債務の増減額（△は減少） △718,829 361,747

前払費用の増減額（△は増加） △31,431 △26,685

未払金の増減額（△は減少） 79,943 12,907

前受金の増減額（△は減少） △5,397 104,461

未払消費税等の増減額（△は減少） △51,574 △5,599

その他 △40,771 △51,969

小計 586,822 989,326

利息及び配当金の受取額 13,912 13,500

利息の支払額 △10,005 △8,793

災害損失の支払額 － △532

法人税等の支払額 △84,080 △32,464

法人税等の還付額 － 62,736

営業活動によるキャッシュ・フロー 506,648 1,023,774

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △253,503 △109,890

定期預金の払戻による収入 173,377 59,705

有形固定資産の取得による支出 △136,600 △82,680

投資有価証券の取得による支出 △6,923 △102,294

投資有価証券の売却による収入 7,675 1,827

その他 4,361 2,535

投資活動によるキャッシュ・フロー △211,612 △230,796

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － △150,000

配当金の支払額 △37,526 △23,506

少数株主への配当金の支払額 △1,335 △1,335

その他 1,471 △572

財務活動によるキャッシュ・フロー △37,391 △175,415

現金及び現金同等物に係る換算差額 △96 △111

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 257,547 617,451

現金及び現金同等物の期首残高 2,022,569 1,927,786

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,280,117

※
 2,545,237
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【継続企業の前提に関する事項】

  該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

会計処理基準に関する事項

の変更

 

 

 

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」

（企業会計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関す

る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月

31日）を適用しております。

　これにより、営業利益、経常利益はそれぞれ439千円減少し、税金等調整

前四半期純利益は43,245千円減少しております。また、当会計基準等の適

用開始による資産除去債務の変動額は43,403千円であります。

　

【表示方法の変更】

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

（四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく財務諸表等

規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第２四半期

連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

   前第２四半期連結累計期間において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めて

いた「投資有価証券評価損」は重要性が増加したため、当第２四半期連結累計期間では区分掲記するこ

ととしております。なお、前第２四半期連結累計期間の「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「そ

の他」に含まれる「投資有価証券評価損」は6,132千円であります。　
　

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日)

   (四半期連結損益計算書関係)

  「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく財務諸表等

規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第２四半

期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　

【簡便な会計処理】

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

    一般債権の貸倒見積高の算定方法

    当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化が

ないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しておりま

す。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

※１　たな卸資産の内訳　　　　　　　　

　商品及び製品　　　　　　　　　　782,956千円

　仕掛品　　　　　　　　　　　　　166,692千円

　未成工事支出金　　　　　　　　　350,101千円

　原材料及び貯蔵品　　　　　　　　687,150千円

※１　たな卸資産の内訳

　商品及び製品　　　　　　　　　　789,512千円

　仕掛品　　　　　　　　　　　　　126,819千円

　未成工事支出金　　　　　　　　　 93,914千円

　原材料及び貯蔵品　　　　　　　　615,155千円

※２　たな卸資産及び工事損失引当金の表示

　　　損失の発生が見込まれる工事契約に係る未成工

　　事支出金と工事損失引当金は、相殺せずに両建て

　　で表示しております。

　　　損失の発生が見込まれる工事契約に係る未成工

　　事支出金のうち、工事損失引当金に対応する額は

　　233,653千円であります。

※２　たな卸資産及び工事損失引当金の表示

　　　損失の発生が見込まれる工事契約に係る未成工

　　事支出金と工事損失引当金は、相殺せずに両建て

　　で表示しております。

　　　損失の発生が見込まれる工事契約に係る未成工

　　事支出金のうち、工事損失引当金に対応する額は

　　72,324千円であります。

※３　有形固定資産の減価償却累計額　

                                    6,329,400千円

※３　有形固定資産の減価償却累計額

　　　　　　　　　　　　　　　　　　6,227,369千円

※４　取得価額から控除した圧縮記帳額

　　　圧縮記帳累計額

    　その他（工具、器具及び備品）　　 96,542千円

※４　取得価額から控除した圧縮記帳額

　　　圧縮記帳累計額

    　その他（工具、器具及び備品） 　　96,542千円

５　受取手形裏書譲渡高　　　　 　   227,085千円５　受取手形裏書譲渡高　　　　 　   217,412千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
  至　平成22年９月30日)

※　販売費及び一般管理費の主なもの　　

　　荷造包装及び発送運賃　　　　　    134,630千円

　　給料手当　　　      　　　　   　 165,031千円

    役員賞与引当金繰入額　　　 　　　 　3,300千円

　　賞与引当金繰入額　　　　　　   　　65,320千円

　　退職給付費用　　　　　　　　　　　 13,432千円

　　役員退職慰労引当金繰入額　　　　　　8,010千円

※　販売費及び一般管理費の主なもの　　

　　荷造包装及び発送運賃　　　　　    146,845千円

　　給料手当　　　      　　　　   　 172,584千円

    役員賞与引当金繰入額　　　　　　 　 1,300千円

　　賞与引当金繰入額　　　　　　   　　59,095千円

　　退職給付費用　　　　　　　　　　　  8,821千円

　　役員退職慰労引当金繰入額　　　　　　7,452千円

    貸倒引当金繰入額        　　　　　  　789千円

　　製品保証引当金繰入額　　　   　　　 9,547千円

　

第２四半期連結会計期間

前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
  至　平成22年９月30日)

※　販売費及び一般管理費の主なもの　　

　　荷造包装及び発送運賃　　　　　     62,677千円

　　給料手当　　　      　　　　   　  83,918千円

    役員賞与引当金繰入額　　　　　　 　 1,482千円

　　賞与引当金繰入額　　　　　　   　　32,459千円

　　退職給付費用　　　　　　　　　　　  5,880千円

　　役員退職慰労引当金繰入額　　　　　　4,447千円

　　

※　販売費及び一般管理費の主なもの　　

　　荷造包装及び発送運賃　　　　　   　74,960千円

　　給料手当　　　      　　　　   　　84,056千円

    役員賞与引当金繰入額　　　　　　　  　580千円

　　賞与引当金繰入額　　　　　　   　　29,404千円

　　退職給付費用　　　　　　　　　　　　1,266千円

　　役員退職慰労引当金繰入額　　　　　　3,867千円

　　貸倒引当金繰入額        　　　　　  　789千円

　　製品保証引当金繰入額　　　   　　　 4,182千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

※　　現金及び現金同等物の当第２四半期連結累計期間末

残高と当第２四半期連結貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係(平成21年９月30日現在)

現金及び預金 2,478,755千円

有価証券 8,804〃

　　　計 2,487,559千円

預入期間が３か月超の定期預金 △207,442〃

現金及び現金同等物 2,280,117千円

※　　現金及び現金同等物の当第２四半期連結累計期間末

残高と当第２四半期連結貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係(平成22年９月30日現在)

現金及び預金 2,744,068千円

有価証券 8,813〃

　　　計 2,752,881千円

預入期間が３か月超の定期預金 △207,644〃

現金及び現金同等物 2,545,237千円

　

(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日

　至 平成22年９月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 12,909,828

　
２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 2,650,208

　
３　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年6月29日
定時株主総会

普通株式 32,221 2.50平成22年３月31日平成22年６月30日 利益剰余金

　

　(2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年11月11日
取締役会

普通株式 32,220 2.50平成22年９月30日平成22年12月９日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)

　
耐火物
(千円)

プラント
(千円)

建材及び
舗装用材
(千円)

不動産賃貸
(千円)

その他の
事業
(千円)

計
(千円)

消去又は
全社
(千円)

連結
(千円)

　　売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に対する
売上高
 

827,101456,356458,73313,166 981,755,457― 1,755,457

　(2) セグメント間の内
部売上高又は　　　
振替高

47,560 ― 3,000 2,637 ― 53,199(53,199)―

計 874,662456,356461,73415,804 981,808,656(53,199)1,755,457

　営業利益
(又は営業損失△)

△32,165△5,596△ 11,1066,392 79 △42,396(3,334)△45,731

(注)　１　事業区分の方法

　　事業は、使用原材料の共通性、製造方法及び製品の類似性、販売経路の共通性により区分しております。

２　各区分に属する主要な製品

事業区分 主要製品

耐火物 粘土質煉瓦、高アルミナ質煉瓦、塩基性煉瓦、不定形耐火物、その他耐火材料

プラント セラミックス用高温炉、その他各種工業窯炉及び工業窯炉付帯自動化設備等

建材及び舗装用材 工場、倉庫その他建物の床材、道路舗装用骨材、各種カラー舗装材

不動産賃貸 不動産賃貸収入

その他の事業 原料の販売ほか

３　事業区分の変更

　　　　　従来、不動産賃貸は、その他の事業に含めておりましたが、営業利益割合が増加したことにより、第１

　　　　　 四半期連結会計期間より「不動産賃貸」として区分表示することに変更しました。
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前第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

　
耐火物
(千円)

プラント
(千円)

建材及び
舗装用材
(千円)

不動産賃貸
(千円)

その他の
事業
(千円)

計
(千円)

消去又は
全社
(千円)

連結
(千円)

　　売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に対する
売上高
 

1,778,509985,336901,93027,723 7733,694,273― 3,694,273

　(2) セグメント間の内
部売上高又は　　　
振替高

87,303 ― 5,662 5,275 45 98,286(98,286)―

計 1,865,812985,336907,59232,999 8183,792,560(98,286)3,694,273

　営業利益
(又は営業損失△)

19,99623,764△ 22,25615,484 603 37,591(5,757)31,834

(注)　１　事業区分の方法

　　事業は、使用原材料の共通性、製造方法及び製品の類似性、販売経路の共通性により区分しております。

２　各区分に属する主要な製品

事業区分 主要製品

耐火物 粘土質煉瓦、高アルミナ質煉瓦、塩基性煉瓦、不定形耐火物、その他耐火材料

プラント セラミックス用高温炉、その他各種工業窯炉及び工業窯炉付帯自動化設備等

建材及び舗装用材 工場、倉庫その他建物の床材、道路舗装用骨材、各種カラー舗装材

不動産賃貸 不動産賃貸収入

その他の事業 原料の販売ほか

３　事業区分の変更

　従来、不動産賃貸は、その他の事業に含めておりましたが、営業利益割合が増加したことにより、第１四半期

連結会計期間より「不動産賃貸」として区分表示することに変更しました。この結果、従来の方法と比較し

て、当第２四半期連結累計期間の「その他の事業」の売上高は27,723千円減少し、営業利益は15,484千円減少

しており、「不動産賃貸」については、それぞれ同額増加しております。

　

【所在地別セグメント情報】

　前第２四半期連結会計期間(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)及び前第２四半期連結累計期

間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

　前第２四半期連結会計期間(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)及び前第２四半期連結累計期

間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

　海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。
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【セグメント情報】

(追加情報)

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号　平成

21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20

号　平成20年３月21日)を適用しております。

　

１　報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは、当社の各工場及び連結子会社を基礎とした製品別セグメントから構成されており、「耐

火物」、「プラント」、「建材及び舗装用材」及び「不動産賃貸」の４つを報告セグメントとしておりま

す。

「耐火物」は、耐火煉瓦を中心とした耐火物及びセラミックス製品の製造販売をしております。「プラン

ト」は、工業窯炉及び自動化設備システムの設計・施工を行っております。「建材及び舗装用材」は、建築

材料及び道路用舗装材の販売・施工を行っております。「不動産賃貸」は、当社事務所の一部等を賃貸して

おります。

 

２　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

　 　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他
(注) １

合計
調整額
(注) ２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注) ３耐火物 プラント

建材及び
舗装用材

不動産　賃
貸

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　
　 　

外部顧客へ　
の売上高

1,959,832984,522973,79424,8653,943,0148,5333,951,548― 3,951,548

セグメント　
間の内部売　
上高又は振　
替高

363,787― 2,8414,675371,3047,441378,745△378,745 ―

計 2,323,620984,522976,63529,5414,314,31915,9754,330,294△378,7453,951,548

セグメント利
益又はセグメ
ント損失(△)

145,76912,776△17,84810,668151,3663,137154,504△72,73281,772

　(注)　１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、外注事業等を含んでおります。

　　　  ２　セグメント利益の調整額△72,732千円には、セグメント間取引消去△11,706千円、各報告セグメントに

　　　　　配分していない全社費用△48,959千円、及びたな卸資産の調整額△12,066千円が含まれております。全社

　　　　　費用は、報告セグメントに帰属しない投資有価証券評価損であります。

　　　　３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の税金等調整前四半期純利益と調整を行っております。
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当第２四半期連結会計期間(自  平成22年７月１日  至  平成22年９月30日)

　 　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他
(注) １

合計
調整額
(注) ２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注) ３耐火物 プラント

建材及び
舗装用材

不動産　賃
貸

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　
　 　

外部顧客へ　
の売上高

1,006,655600,255514,66512,1432,133,7193,4572,137,177― 2,137,177

セグメント　
間の内部売　
上高又は振　
替高

218,807― 921 2,337222,0662,475224,541△224,541 ―

計 1,225,462600,255515,58714,4812,355,7865,9322,361,718△224,5412,137,177

セグメント利
益又はセグメ
ント損失(△)

104,6003,892△8,2703,590103,8121,689105,502△29,10076,401

　(注)　１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、外注事業等を含んでおります。

　　　  ２　セグメント利益の調整額△29,100千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△19,202千円

          及びたな卸資産の調整額△9,897千円が含まれております。全社費用は、報告セグメントに帰属しない投資

          有価証券評価損であります。

　　　　３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の税金等調整前四半期純利益と調整を行っております。

 

(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

　変動がありません。

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

　変動がありません。

(デリバティブ取引関係)

当社グループはデリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

(持分法損益等)

前第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

　　持分法を適用した場合の投資損益等につきましては、関連会社がないため、記載を省略しておりま

　す。

当第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

　　持分法を適用した場合の投資損益等につきましては、関連会社がないため、記載を省略しておりま

　す。

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。
　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
　

(資産除去債務関係)

該当事項はありません。
　

(賃貸等不動産関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

　 　

　 559.98円
　

　 　

　 567.72円
　

　

２  １株当たり四半期純利益金額等

第２四半期連結累計期間

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
  至　平成22年９月30日)

１株当たり四半期純利益 2.58円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益
金額

　　　　 ―
　

１株当たり四半期純利益 2.00円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益
金額

　　　　 ―

　

(注) １ 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２ １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
  至　平成22年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 26,413 20,473

普通株式に係る四半期純利益(千円) 26,413 20,473

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 10,256 10,260

　

第２四半期連結会計期間

前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
  至　平成22年９月30日)

１株当たり四半期純損失 1.49円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益
金額

　　　　 ―
　

１株当たり四半期純利益 4.11円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益
金額

　　　　 ―

　

(注) １ 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

なお、前第２四半期連結会計期間については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

２ １株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
  至　平成22年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益又は四半
期純損失(△)(千円)

△15,321 42,205

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失
(△)(千円)

△15,321 42,205

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 10,261 10,259

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

第149期（平成22年４月１日から平成23年３月31日まで）中間配当については、平成22年11月11日開催の

取締役会において、平成22年９月30日の最終の株主名簿に記録された株主に対して、次のとおり中間配当を

行うことを決議いたしました。

　①　配当金総額　　　　　　　　　　　　　　　　　  32百万円

　②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　  ２円50銭

　③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　平成22年12月９日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成21年11月５日

　

美 濃 窯 業 株 式 会 社
　

取 締 役 会 御 中

　

有 限 責 任 監 査 法 人 　 ト ー マ ツ   

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　    公認会計士　　松　岡　正　明　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　    公認会計士　　石　倉　平　五　　印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている美濃

窯業株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平

成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年

９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、美濃窯業株式会社及び連結子会社の平成21年

９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経

営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年11月５日

　

美 濃 窯 業 株 式 会 社
　

取 締 役 会 御 中

　

有 限 責 任 監 査 法 人 　 ト ー マ ツ   

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　    公認会計士　　松　岡　正　明　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　    公認会計士　　小　川　　薫　　　印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている美濃

窯業株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平

成22年７月１日から平成22年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年

９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、美濃窯業株式会社及び連結子会社の平成22年

９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経

営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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